
プロジェクトの概要
岩手県北部６市町村は､畜産をなりわいとして､地域の風土･歴史･
文化･くらしが密接に関係し合いながら発展してきた地域である。 しかし
ながら､当地域は､条件不利地を多く抱え､人口減少が急速に進む
中で､気候変動や資材価格高騰等の影響により､畜産業の継続の
みならず､農村コミュニティの存続そのものが危ぶまれる状況にある。
このため､本プロジェクトでは､｢農村のなりわいを守り､都市との豊か
な結びつきを育む『いわて畜産テリトーリオ』の実現」をビジョンに掲げ、
畜産業を中心に､生産効率のみを重視するのではなく､畜産がもたら
す産品や教育効果､景観等を活用･保全し､農村と都市の人々が
共に真の豊かさを享受できる社会の創造に向けて取り組む。
ビジョン実現に向けて､｢①持続可能で魅力ある畜産をつくる｣｢②
誰でも畜産に携われる基盤をつくる｣｢③農村と都市の多様な繋がり
をつくる｣をターゲットとし､本学等の豊富な研究蓄積や多様なネット
ワーク等を生かしながら､畜産学を基盤として､AIやIoT､５G及びロ
ボット等の最先端技術に加え､社会科学などの多様な知を結集し､
分野横断的なイノベーション創出を推進する。また､畜産を核とした
地域活性化モデルの構築･展開に向けて､教育･研究･普及の機能
を持つ産学官共創拠点を形成する。

拠点名称：農村と都市との豊かな結びつきを育む｢いわて畜産テリトーリオ｣創造拠点
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持続可能で
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をつくる

ターゲット１

農村のなりわいを守り､
都市との豊かな結びつきを育む

いわて畜産
テリトーリオ

誰でも畜産に
携われる基盤
をつくる

ターゲット２

農村と都市の
多様な繋がり
をつくる

ターゲット３

地域拠点ビジョン

［遠隔診療］ ［資源循環型畜産］

［ドローン放牧管理］

［食育･体験］［地域産品］

• 関係人口の拡大､
農村コミュニテ
ィの活性化

• 畜産の多機能性
による価値創造
（ツーリズム･景
観･教育）

• 農村と都市の共
創社会モデル

• 多様な環境に対応し
た畜産経営

• 気候変動に適応した
飼料生産流通＝畜産
エコシステム

• 新たな放牧システム
(短角種牛等)

• 飼料から食卓まで
のフードバリュー
チェーン

• 獣医師不在地域のサポート体制

• 5G等の先端通信技術

• 新しい働き方へ
の対応（マルチ
ワーク等）

• 畜産未経験者
でも容易に就
業できるシス
テム

• AI･IoT･ロボッ
ト活用＝畜産DX

※ ｢テリトーリオ｣（地域圏）とは､共通する
社会経済的､文化的なアイデンティティを
もつ都市･集落･農村の総体。

※


